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主  論  文  の  要  旨  
Skin Autofluorescence Reflects Integration of Past Long -Term Glycemic 
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【要  旨】皮膚に蓄積する Advanced Glycation Endproducts（ AGEs）値を非
侵襲的に測定する Auto Fluorescence（ AF）リーダーを用いて、日本人１型
糖尿病患者の皮膚 AF 値を、過去の血糖コントロール状況および現在の糖尿
病性細小血管合併症との関連から検討した。対象は１型糖尿病患者群 241 人
とコントロール群 110 人である。網膜症の重症度は、なし、単純、前増殖 /
増殖網膜症の 3 群に、腎症は、糖尿病腎症分類と CKD 分類を用いて、それぞ
れ stage 1～ 5 の 5 群に分類した。皮膚 AF 値は、測定時 HbA1c、また過去に
遡った HbA1c 曲線下面積と正相関を示した (過去 5 年 ;R=0.35,p<0.0001,同 10
年 ;R=0.36,p<0.0001、同 15 年 ;R=0.55,p<0.0001）。そして、網膜症および腎
症が重症であるほど皮膚 AF 値は高値となった（網膜症；p<10- 1 1、腎症；糖尿
病腎症分類 p<10 - 5, CKD 分類 p<10 - 5 ）。多変量解析から、網膜症重症度には
皮膚 AF 値、現年齢、糖尿病発症年齢が若いことが独立して影響し、腎症重
症度には皮膚 AF 値のみが独立して影響する結果が得られた。                                 
  皮膚 AF 値は、過去長期間の血糖コントロール状態を反映し、細小血管障害
の重症度を表す因子と考えられた。                                                                                                                                      
